
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】農業ないし施設園芸に適用されるパイプハウス

に関し、簡易構造でありながら、台風などの強風にも耐

えられる構造を実現する。

【解決手段】パイプハウスの側面ＡＢにおいて、一定ピ

ッチで骨組用の支柱２を地中に立てておき、少なくとも

妻面側ＣＤの端部支柱４は、前記の支柱ピッチの１／３

以下の狭い支柱ピッチにすると共に、地中において支柱

下端同士を水平板で互いに連結してある。また、峰部と

前記の側面の支柱２の地上部の根元側との間にワイヤー

を張設できるように、前記の峰部と側面支柱２の根元側

にワイヤーの連結手段を設けて、台風時には、ワイヤー

Ｗ２で補強する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
パ イ プ ハ ウ ス の 側 面 に お い て 、 一 定 ピ ッ チ で 骨 組 用 の 支 柱 を 地 中 に 立 て て お き 、 少 な く と
も 妻 面 側 の 端 部 支 柱 は 、 前 記 の 支 柱 ピ ッ チ の １ ／ ３ 以 下 の 狭 い 支 柱 ピ ッ チ に す る と 共 に 、
地 中 に お い て 支 柱 下 端 同 士 を 水 平 板 で 互 い に 連 結 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 耐 風 性 パ イ プ
ハ ウ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
妻 面 側 の 支 柱 の う ち 、 少 な く と も 側 面 寄 り の 支 柱 の 下 端 と 、 側 面 側 の 支 柱 の う ち 妻 面 に 面
す る 支 柱 の 下 端 と を 、 地 中 に お い て 水 平 板 で 互 い に 連 結 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 耐 風 性 パ イ プ ハ ウ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 の パ イ プ ハ ウ ス に お い て 、 少 な く と も 峰 部 と 前 記 の 側 面 の 支 柱 の 地 上 部 の 根 元 側 と の
間 に ワ イ ヤ ー を 張 設 で き る よ う に 、 前 記 の 峰 部 と 側 面 支 柱 の 根 元 側 に ワ イ ヤ ー の 連 結 手 段
を 設 け て あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 耐 風 性 パ イ プ ハ ウ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 の パ イ プ ハ ウ ス の 峰 部 の 高 さ を ３ ｍ 未 満 に し て あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 請 求
項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の 耐 風 性 パ イ プ ハ ウ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
施 設 園 芸 な ど に 適 す る パ イ プ ハ ウ ス に お い て 、 台 風 な ど の 強 風 が 襲 来 す る 際 は 、 少 な く と
も 峰 部 と 側 面 支 柱 の 根 元 側 と の 間 に ワ イ ヤ ー を 張 設 し て 補 強 し て お き 、 強 風 が 去 っ た ら 、
ハ ウ ス 内 に お け る 作 業 の 邪 魔 に な ら な い よ う に 、 前 記 の 補 強 ワ イ ヤ ー を 退 避 さ せ る こ と を
特 徴 と す る 耐 風 性 パ イ プ ハ ウ ス に お け る 強 風 対 策 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 農 業 な い し 施 設 園 芸 に 適 用 さ れ る パ イ プ ハ ウ ス に 関 し 、 簡 易 構 造 で あ り な が ら
、 台 風 な ど の 強 風 に も 耐 え ら れ る 構 造 を 実 現 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
施 設 園 芸 用 の ハ ウ ス に お い て 、 台 風 な ど に も 耐 え ら れ る よ う に た め に は 、 鉄 骨 で 主 要 骨 組
を 構 成 す る と 共 に 、 コ ン ク リ ー ト 基 礎 構 造 と す る こ と が 一 般 的 で あ る が 、 施 工 に も 重 機 を
要 し 、 長 期 間 を 要 す る た め 、 コ ス ト 高 と な る こ と が 普 及 を 妨 げ て い る 。 ま た 、 解 体 や 移 設
な ど も 極 め て 困 難 で あ る 。 こ れ に 対 し 、 パ イ プ 構 造 の ハ ウ ス は 、 パ イ プ で 形 成 さ れ る 簡 易
構 造 で あ り 、 基 礎 工 事 そ の 他 の 施 工 も 簡 易 で あ り 、 結 果 的 に 低 コ ス ト で 実 現 で き る が 、 台
風 な ど に 弱 い こ と が 欠 点 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 事 情 か ら 、 簡 易 構 造 の パ イ プ ハ ウ ス に お い て 、 可 能 な 限 り 耐 風 性 を 高 め る べ く
、 種 々 の 改 良 が 重 ね ら れ て お り 、 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ５ ９ ７ ４ ２ 号 公 報 に 記 載 の よ う
に 、 パ イ プ 製 支 柱 の 下 端 に 水 平 板 を 固 定 す る と 共 に 支 柱 の 側 面 に 半 径 方 向 の 羽 根 板 を 固 定
し 、 地 中 に 掘 っ た 鉛 直 孔 の 中 に 挿 入 し て 埋 め 込 み 、 こ の 支 柱 を パ イ プ ハ ウ ス の 支 柱 と す る
こ と が 提 案 さ れ て い る 。 一 方 、 パ イ プ ハ ウ ス の 地 上 部 の 構 造 に つ い て は 、 筋 交 い や ワ イ ヤ
ー を 用 い て 補 強 し た り 、 補 強 材 を 多 用 す る な ど の 手 法 で 耐 風 性 を 高 め る の が 一 般 的 で あ る
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ５ ９ ７ ４ ２
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
前 記 特 許 文 献 １ の よ う に 支 柱 構 造 は 、 耐 風 性 を 高 め る 上 で 極 め て 有 効 で は あ る が 、 強 風 が
長 時 間 続 い た 場 合 や 、 風 速 が 強 い 場 合 に は 不 十 分 で あ り 、 損 傷 は 免 れ な い 。 本 発 明 の 技 術
的 課 題 は 、 こ の よ う な 問 題 に 着 目 し 、 簡 易 構 造 で 安 価 な パ イ プ ハ ウ ス の 特 性 を 生 か し な が
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ら 、 耐 風 性 を 効 果 的 に 向 上 可 能 と す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 技 術 的 課 題 は 次 の よ う な 手 段 に よ っ て 解 決 さ れ る 。 請 求 項 １ は 、 パ イ プ ハ ウ ス の
側 面 に お い て 、 一 定 ピ ッ チ で 骨 組 用 の 支 柱 を 地 中 に 立 て て お き 、 少 な く と も 妻 面 側 の 端 部
支 柱 は 、 前 記 の 支 柱 ピ ッ チ の １ ／ ３ 以 下 の 狭 い 支 柱 ピ ッ チ に す る と 共 に 、 地 中 に お い て 支
柱 下 端 同 士 を 水 平 板 で 互 い に 連 結 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 耐 風 性 パ イ プ ハ ウ ス で あ る 。
こ の よ う に 、 一 定 ピ ッ チ で 側 面 支 柱 を 地 中 に 立 て て お き 、 少 な く と も 妻 面 側 の 端 部 支 柱 は
、 前 記 の 支 柱 ピ ッ チ の １ ／ ３ 以 下 の 狭 い 支 柱 ピ ッ チ に し て あ る た め 、 最 も 強 大 な 風 圧 を 受
け る 、 妻 面 側 の 支 柱 を 強 化 で き る 。 し か も 、 こ の 端 部 支 柱 と 隣 接 支 柱 の 下 端 同 士 を 地 中 に
お い て 水 平 板 で 互 い に 連 結 し て あ る た め 、 下 端 同 士 が 互 い に 連 結 さ れ て 一 体 構 造 と な り 、
強 度 が さ ら に 向 上 す る 。 ま た 、 こ の 連 結 手 段 が 水 平 板 で あ り 、 地 中 に 埋 め ら れ た 状 態 で は
、 支 柱 の 抜 け 止 め と し て 機 能 す る の で 、 一 層 強 固 の 支 柱 構 造 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
請 求 項 ２ は 、 妻 面 側 の 支 柱 の う ち 、 少 な く と も 側 面 寄 り の 支 柱 の 下 端 と 、 側 面 側 の 支 柱 の
う ち 妻 面 に 面 す る 支 柱 の 下 端 と を 、 地 中 に お い て 水 平 板 で 互 い に 連 結 し て あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 耐 風 性 パ イ プ ハ ウ ス で あ る 。 こ の よ う に 、 妻 面 側 の 支 柱 の う ち 、
少 な く と も 側 面 寄 り の 支 柱 の 下 端 と 、 妻 面 側 の 側 面 支 柱 の 下 端 と が 、 地 中 に お い て 水 平 板
で 互 い に 連 結 し て あ る た め 、 妻 面 側 の 支 柱 も 強 化 さ れ る と 共 に 、 角 部 の 端 部 支 柱 の 下 端 は
、 ９ ０ 度 の 間 隔 を お い て ２ 本 の 支 柱 の 下 端 に 連 結 さ れ て い る の で 、 一 層 堅 牢 な 支 柱 構 造 と
な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ３ は 、 前 記 の パ イ プ ハ ウ ス に お い て 、 少 な く と も 峰 部 と 前 記 の 側 面 の 支 柱 の 地 上 部
の 根 元 側 と の 間 に ワ イ ヤ ー を 張 設 で き る よ う に 、 前 記 の 峰 部 と 側 面 支 柱 の 根 元 側 に ワ イ ヤ
ー の 連 結 手 段 を 設 け て あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 耐 風 性 パ イ
プ ハ ウ ス で あ る 。 こ の よ う に 、 前 記 の 側 面 支 柱 の 地 上 部 の 根 元 側 と 峰 部 と の 間 に ワ イ ヤ ー
を 張 設 で き る よ う に 、 峰 部 と 側 面 支 柱 の 根 元 側 に ワ イ ヤ ー の 連 結 手 段 を 設 け て あ る 。 こ の
よ う に 予 め 連 結 手 段 を 用 意 し て あ る た め 、 台 風 が 接 近 し て 来 た ら 、 峰 部 と 側 面 支 柱 の 根 元
側 の 連 結 手 段 に ワ イ ヤ ー を 連 結 し て 、 タ ー ン バ ッ ク ル で ワ イ ヤ ー を 締 め つ け る だ け で 、 最
も 強 度 の 弱 い 屋 根 部 が 風 圧 で 押 し 潰 さ れ た り す る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ４ は 、 前 記 の パ イ プ ハ ウ ス の 峰 部 の 高 さ を ３ ｍ 未 満 に し て あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 、 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の 耐 風 性 パ イ プ ハ ウ ス で あ る 。 こ の よ う に 、 パ イ
プ ハ ウ ス の 峰 部 の 高 さ を ３ ｍ 未 満 に し て あ る た め 、 通 常 の 峰 高 ３ ｍ 以 上 の パ イ プ ハ ウ ス に
比 べ て 、 風 当 た り が 弱 く な り 、 前 記 の よ う に 側 面 と 妻 面 と の 角 部 の 支 柱 を 強 化 し た り 、 峰
部 と 側 面 支 柱 根 元 間 に ワ イ ヤ ー を 張 設 す る こ と と 相 ま っ て 、 耐 風 性 を 一 層 強 化 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ５ は 、 施 設 園 芸 な ど に 適 す る パ イ プ ハ ウ ス に お い て 、 台 風 な ど の 強 風 が 襲 来 す る 際
は 、 少 な く と も 峰 部 と 側 面 支 柱 の 根 元 側 と の 間 に ワ イ ヤ ー を 張 設 し て 補 強 し て お き 、 強 風
が 去 っ た ら 、 ハ ウ ス 内 に お け る 作 業 の 邪 魔 に な ら な い よ う に 、 前 記 の 補 強 ワ イ ヤ ー を 退 避
さ せ る こ と を 特 徴 と す る 耐 風 性 パ イ プ ハ ウ ス に お け る 強 風 対 策 方 法 で あ る 。 請 求 項 ３ に 記
載 の よ う に 、 峰 部 と 側 面 支 柱 の 根 元 側 に ワ イ ヤ ー 連 結 手 段 を 予 め 装 備 し て あ る た め 、 台 風
な ど が 接 近 し て 来 た 際 は 、 峰 部 と 側 面 支 柱 の 根 元 側 と の 間 に ワ イ ヤ ー を 張 設 す る こ と に よ
り 、 強 風 に 最 も 弱 い 屋 根 部 を 短 期 間 に 効 果 的 に 補 強 で き る 。 ワ イ ヤ ー は 着 脱 式 で あ る た め
、 強 風 が 去 っ た ら 、 ハ ウ ス 内 に お け る 作 業 の 邪 魔 に な ら な い よ う に 、 補 強 ワ イ ヤ ー を 連 結
手 段 か ら 外 し て 、 邪 魔 に な ら な い よ う に 退 避 さ せ て お く だ け で よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 １ の よ う に 、 一 定 ピ ッ チ で 側 面 支 柱 を 地 中 に 立 て て お き 、 少 な く と も 妻 面 側 の 端 部
支 柱 は 、 前 記 の 支 柱 ピ ッ チ の １ ／ ３ 以 下 の 狭 い 支 柱 ピ ッ チ に し て あ る た め 、 最 も 強 大 な 風
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圧 を 受 け る 、 妻 面 側 の 支 柱 を 強 化 で き る 。 し か も 、 こ の 端 部 支 柱 と 隣 接 支 柱 の 下 端 同 士 を
地 中 に お い て 水 平 板 で 互 い に 連 結 し て あ る た め 、 下 端 同 士 が 互 い に 連 結 さ れ て 一 体 構 造 と
な り 、 強 度 が さ ら に 向 上 す る 。 ま た 、 こ の 連 結 手 段 が 水 平 板 で あ り 、 地 中 に 埋 め ら れ た 状
態 で は 、 支 柱 の 抜 け 止 め と し て 機 能 す る の で 、 一 層 強 固 の 支 柱 構 造 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ２ の よ う に 、 妻 面 側 の 支 柱 の う ち 、 少 な く と も 側 面 寄 り の 支 柱 の 下 端 と 、 妻 面 側 の
側 面 支 柱 の 下 端 と が 、 地 中 に お い て 水 平 板 で 互 い に 連 結 し て あ る た め 、 妻 面 側 の 支 柱 も 強
化 さ れ る と 共 に 、 角 部 の 端 部 支 柱 の 下 端 は 、 ９ ０ 度 の 間 隔 を お い て ２ 本 の 支 柱 の 下 端 に 連
結 さ れ て い る の で 、 一 層 堅 牢 な 支 柱 構 造 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ３ の よ う に 、 前 記 の 側 面 支 柱 の 地 上 部 の 根 元 側 と 峰 部 と の 間 に ワ イ ヤ ー を 張 設 で き
る よ う に 、 峰 部 と 側 面 支 柱 の 根 元 側 に ワ イ ヤ ー の 連 結 手 段 を 設 け て あ る 。 こ の よ う に 予 め
連 結 手 段 を 用 意 し て あ る た め 、 台 風 が 接 近 し て 来 た ら 、 峰 部 と 側 面 支 柱 の 根 元 側 の 連 結 手
段 に ワ イ ヤ ー を 連 結 し て 、 タ ー ン バ ッ ク ル で ワ イ ヤ ー を 締 め つ け る だ け で 、 最 も 強 度 の 弱
い 屋 根 部 が 風 圧 で 押 し 潰 さ れ た り す る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ４ の よ う に 、 パ イ プ ハ ウ ス の 峰 部 の 高 さ を ３ ｍ 未 満 に し て あ る た め 、 通 常 の 峰 高 ３
ｍ 以 上 の パ イ プ ハ ウ ス に 比 べ て 、 風 当 た り が 弱 く な り 、 前 記 の よ う に 側 面 と 妻 面 と の 角 部
の 支 柱 を 強 化 し た り 、 峰 部 と 側 面 支 柱 根 元 間 に ワ イ ヤ ー を 張 設 す る こ と と 相 ま っ て 、 耐 風
性 を 一 層 強 化 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 の よ う に 、 峰 部 と 側 面 支 柱 の 根 元 側 に ワ イ ヤ ー 連 結 手 段 を 予 め 装 備 し て あ る た め 、 台
風 な ど が 接 近 し て 来 た 際 は 、 請 求 項 ５ の よ う に 、 峰 部 と 側 面 支 柱 の 根 元 側 と の 間 に ワ イ ヤ
ー を 張 設 す る こ と に よ り 、 強 風 に 最 も 弱 い 屋 根 部 を 短 期 間 に 効 果 的 に 補 強 で き る 。 ワ イ ヤ
ー は 着 脱 式 で あ る た め 、 強 風 が 去 っ た ら 、 ハ ウ ス 内 に お け る 作 業 の 邪 魔 に な ら な い よ う に
、 補 強 ワ イ ヤ ー を 連 結 手 段 か ら 外 し て 、 邪 魔 に な ら な い よ う に 退 避 さ せ て お く だ け で よ い
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 本 発 明 に よ る 耐 風 性 パ イ プ ハ ウ ス が 実 際 上 ど の よ う に 具 体 化 さ れ る か 実 施 形 態 を 説 明
す る 。 図 １ は 本 発 明 に よ る 耐 風 性 パ イ プ ハ ウ ス の 全 容 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 こ の 図 は 、 防
虫 ネ ッ ト や ビ ニ ー ル シ ー ト な ど を 被 せ て な い 、 骨 組 の み の 状 態 で あ る 。 左 側 の 側 面 Ａ と 右
側 の 側 面 Ｂ と の 間 に お い て 、 ア ー チ 状 の 屋 根 部 １ が 形 成 さ れ て い る 。 左 右 の 側 面 Ａ 、 Ｂ に
は 、 複 数 の パ イ プ 製 の 側 面 支 柱 ２ … が 立 て て あ り 、 そ れ ぞ れ 地 中 に 挿 入 し て 立 て て あ る 。
そ し て 、 左 右 の 両 側 面 の 支 柱 ２ ・ ２ の 上 端 に 間 ア ー チ 状 の パ イ プ ３ を 連 結 し て あ る 。 各 支
柱 ２ … お よ び ア ー チ 状 パ イ プ ３ … に は 、 水 平 方 向 に 横 パ イ プ Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 Ｐ ３ 、 Ｐ ４ を 連
結 固 定 し て あ る 。 な お 、 Ｐ １ は 下 部 横 パ イ プ 、 Ｐ ２ は 肩 部 横 パ イ プ 、 Ｐ ３ は 中 部 横 パ イ プ
、 Ｐ ４ は 棟 パ イ プ ま た は 峰 部 横 パ イ プ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
手 前 側 の 妻 面 Ｃ と 後 側 の 妻 面 Ｄ も 、 複 数 の 妻 面 支 柱 ４ … を 地 中 に 挿 入 し て 立 て て あ り 、 そ
れ ぞ れ の 妻 面 支 柱 ４ … の 上 端 は 、 妻 面 側 の ア ー チ 状 パ イ プ ３ と 連 結 さ れ て い る 。 そ し て 、
各 妻 面 支 柱 ４ … に も 、 横 パ イ プ Ｐ ５ を 連 結 固 定 し て あ る 。 な お 、 妻 面 側 に 出 入 り 用 の 開 閉
扉 が 配 置 さ れ る が 、 図 示 を 省 略 し て あ る 。 以 上 の よ う な 骨 組 構 造 に お い て 、 ビ ニ ペ ッ ト （
商 標 ） と 呼 ば れ る 取 付 け 手 段 を 用 い て 、 骨 組 全 面 に 防 虫 ネ ッ ト を 被 せ る と 共 に 、 そ の 上 に
ビ ニ ー ル シ ー ト を 被 せ て 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
各 側 面 支 柱 ２ … お よ び 妻 面 支 柱 ４ … は 、 図 ２ 、 図 ３ の よ う な 構 造 に な っ て い る 。 図 ２ は 、
支 柱 ２ 、 ４ の 斜 視 図 と 平 面 図 で あ る 。 支 柱 ２ 、 ４ は 通 常 は 金 属 製 の パ イ プ か ら な り 、 そ の
下 端 に 、 支 柱 ２ 、 ４ と ほ ぼ 直 角 に 水 平 板 ７ を 溶 接 な ど の 手 段 で 固 定 し て あ る 。 支 柱 ２ 、 ４
が 直 径 ５ ｃ ｍ 程 度 と す る と 、 水 平 板 ７ の １ 辺 は 支 柱 ２ 、 ４ の 直 径 の 約 ３ 倍 の １ ５ ｃ ｍ 程 度
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が 適 し て い る 。 支 柱 ２ 、 ４ に は 、 地 中 に 埋 設 す る 部 分 の 側 面 に 、 半 径 方 向 に 立 て て 溶 接 固
定 し た 羽 根 板 ８ を 有 し て い る 。 こ の 羽 根 板 ８ は 、 図 示 の よ う に 、 １ ８ ０ 度 間 隔 に ２ 枚 固 定
し て も よ い し 、 ９ ０ 度 間 隔 に ４ 枚 固 定 し て 十 字 状 に 設 け て も よ く 、 あ る い は １ 枚 の み で も
可 能 で あ る 。 図 示 の よ う に 、 １ ８ ０ 度 間 隔 に 設 け る 場 合 は 、 支 柱 ２ 、 ４ の 下 端 寄 り に １ ８
０ 度 間 隔 に ス リ ッ ト を 形 成 し 、 そ の 中 に １ 枚 の 鉄 板 を 挿 入 し て 、 溶 接 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
そ し て 、 各 羽 根 板 ８ 、 ８ の 下 端 は 、 前 記 の 水 平 板 ７ の 上 面 に 連 結 固 定 し て あ る 。 す な わ ち
、 連 結 部 ９ に お い て 、 互 い に 溶 接 固 定 さ れ て い る 。 羽 根 板 １ 、 ８ の 直 径 方 向 の 寸 法 は 、 前
記 の 水 平 板 ７ の １ 辺 の 寸 法 と 同 程 度 が よ い 。 羽 根 板 ８ 、 水 平 板 ７ お よ び 支 柱 ２ 、 ４ の 肉 厚
は 、 特 に 限 定 し な い が 、 数 ｍ ｍ 程 度 が 適 し て い る 。 な お 、 水 平 板 ７ の 中 央 に 、 支 柱 ２ 、 ４
内 に 通 じ る 孔 を 開 け て 、 支 柱 ２ 、 ４ 内 の 雨 水 が 地 中 に 抜 け る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 支 柱 ２ 、 ４ の 使 用 に 際 し て は 、 図 ３ の よ う に 、 水 平 板 ７ お よ び 羽 根 板 ８ 、 ８ の 部 分 を
地 中 に 挿 入 し て 埋 め る 。 す な わ ち 、 地 中 に 、 水 平 板 ７ お よ び 羽 根 板 ８ 、 ８ の 部 分 が 入 る 程
度 の サ イ ズ の 縦 孔 を 掘 り 、 そ の 中 に 支 柱 ２ 、 ４ の 水 平 板 ７ お よ び 羽 根 板 ８ 、 ８ の 部 分 を 挿
入 し 、 支 柱 ２ 、 ４ を 立 て て か ら 、 水 平 板 ７ お よ び 羽 根 板 ８ 、 ８ の 上 に 土 砂 を 埋 め 戻 す 。 水
平 板 ７ の 上 に 石 な ど を 埋 め 込 ん で 加 圧 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ う し て 、 支 柱 ２ 、 ４ の 下 端 の 水 平 板 ７ お よ び 側 面 の 羽 根 板 ８ 、 ８ の 部 分 を 地 中 に 掘 っ た
縦 孔 に 挿 入 し 埋 め 込 む と 、 水 平 板 ７ が 抜 け 止 め や 沈 下 防 止 と し て 作 用 す る の で 、 支 柱 ２ 、
４ が 容 易 に 抜 け た り 沈 下 す る よ う な こ と は な い 。 ま た 、 支 柱 ２ 、 ４ の 揺 れ も 抑 制 で き る 。
特 に 、 羽 根 板 ８ 、 ８ が 付 い て い る た め 、 羽 根 板 ８ 、 ８ の 面 に 対 し 垂 直 方 向 の 外 力 に 対 し て
は 、 支 柱 ２ 、 ４ の 揺 れ を 効 果 的 に 抑 制 で き る 。 な お 、 羽 根 板 ８ 、 ８ は 、 支 柱 ２ 、 ４ の 回 転
防 止 に も な る 。 こ の よ う に 、 水 平 板 ７ と 羽 根 板 ８ を 有 す る 簡 単 な 構 造 の 支 柱 ２ 、 ４ を 地 中
に 埋 め 込 む だ け で 台 風 な ど に よ る 支 柱 ２ 、 ４ の 揺 れ や 抜 け 、 沈 下 を 抑 制 で き る の で 、 パ イ
プ ハ ウ ス の 側 面 支 柱 ２ や 妻 面 支 柱 ４ の 固 定 構 造 と し て 極 め て 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ に お け る 側 面 支 柱 ２ … と 妻 面 支 柱 ４ … は 、 例 え ば ２ ． ４ ｍ ピ ッ チ で 立 て ら れ て い る が
、 妻 面 Ｃ 側 と 両 側 面 Ａ ・ Ｂ 側 と の 角 の 部 分 の 支 柱 ２ ４ と 、 こ の 角 部 支 柱 ２ ４ に 隣 接 す る 側
面 支 柱 ２ ａ と 妻 面 支 柱 ４ ａ は 、 図 ４ の よ う な 構 造 に な っ て い る 。 こ の 角 部 支 柱 ２ ４ と 隣 接
す る 側 面 支 柱 ２ 間 の ピ ッ チ は 、 前 記 の 側 面 支 柱 ２ … の ピ ッ チ ２ ． ４ ｍ に 対 し 、 ０ ． ６ ｍ に
設 定 し 、 妻 面 側 の み 狭 く し て あ る 。 し か も 、 前 記 の 支 柱 下 端 の 水 平 板 ７ ・ ７ 同 士 が 、 水 平
の 連 結 板 ７ ａ で ブ リ ッ ジ 状 に 連 結 さ れ て い る 。 な お 、 水 平 板 ７ ・ ７ ａ ・ ７ は 、 一 体 の １ 枚
板 で あ っ て も よ い し 、 図 ２ 、 図 ３ の よ う な 正 方 形 状 の 水 平 板 ７ ・ ７ 間 を 、 別 体 の 水 平 の 板
７ ａ を 溶 接 し 連 結 し て も よ い 。 ま た 、 こ の 水 平 連 結 板 ７ ａ の 上 に 、 鉛 直 鉄 板 １ ０ を 立 て て
、 溶 接 し て あ り 、 こ の 鉛 直 鉄 板 １ ０ は 、 隣 接 す る 角 部 支 柱 ２ ４ と 側 面 支 柱 ２ の 側 面 と も 溶
接 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の よ う に 、 角 部 支 柱 ２ ４ と 妻 面 支 柱 ２ と が 、 水 平 連 結 板 ７ ａ お よ び 鉛 直 鉄 板 １ ０ で 連 結
さ れ た 状 態 で 、 地 中 に 掘 っ た 溝 中 に 挿 入 し て 埋 め 込 む た め 、 地 中 で 互 い に 連 結 さ れ て い る
こ と に よ っ て 、 強 風 に 対 す る 揺 れ や 抜 け 、 そ の 他 の 方 向 の 強 度 が 堅 牢 に な る 。 な お 、 角 部
支 柱 ２ ４ と 隣 接 す る 側 面 支 柱 ２ 間 の ピ ッ チ ｐ は 、 前 記 の 側 面 支 柱 ２ … 間 の ピ ッ チ Ｐ の １ ／
３ 以 下 程 度 の 狭 い 支 柱 ピ ッ チ に す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
妻 面 Ｃ 、 Ｄ 側 に お け る 支 柱 ４ … の ピ ッ チ ｉ は 、 図 示 例 で は １ ｍ で あ る が 、 角 部 支 柱 ２ ４ に
隣 接 す る 支 柱 ４ と の ピ ッ チ の み を 、 他 の 支 柱 ピ ッ チ １ ｍ よ り 狭 く し て も よ い が 、 当 初 か ら
１ ｍ だ け で あ っ て 、 狭 く な っ て い る の で 、 必 ず し も 狭 く す る 必 要 は な い 。 そ し て 、 妻 面 側
の 隣 接 支 柱 ４ と 角 部 支 柱 ２ ４ と の 間 も 、 下 端 の 水 平 板 ７ ・ ７ 間 を 水 平 の 連 結 板 ７ ｂ で ブ リ
ッ ジ 状 に 連 結 さ れ て い る 。 し か も 、 こ の 水 平 連 結 板 ７ ｂ の 上 に 、 鉛 直 鉄 板 １ １ を 立 て て 溶
接 し て あ り 、 こ の 鉛 直 鉄 板 １ １ は 、 隣 接 す る 角 部 支 柱 ２ ４ と 妻 面 支 柱 ４ の 側 面 と も 溶 接 固
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定 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 角 部 支 柱 ２ ４ と 隣 接 す る 妻 面 側 支 柱 ４ も 耐 風 性 が 向 上 す る だ
け で な く 、 角 部 支 柱 ２ ４ は 、 妻 面 支 柱 ４ と も 側 面 支 柱 ２ と も 水 平 連 結 ７ ｂ 、 ７ ａ で 連 結 さ
れ て い る の で 、 各 方 向 の 風 圧 に 対 す る 強 度 が 一 層 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
鉛 直 鉄 板 １ ０ 、 １ １ は 、 圧 縮 方 向 に 弱 い た め 、 座 屈 を 避 け る べ く 、 鉛 直 鉄 板 １ ０ 、 １ １ の
上 端 付 近 の 位 置 に お い て 、 支 柱 ２ 、 ４ と 同 様 の パ イ プ で 連 結 し て も よ い 。 前 記 の 羽 根 板 ８
、 ８ の 高 さ は 例 え ば ６ ０ ｃ ｍ で あ り 、 羽 根 板 ８ 、 ８ の 上 端 が 地 中 約 １ ５ ｃ ｍ 程 度 の 深 さ に
位 置 す る よ う に 、 地 中 に 埋 め 込 ま れ る 。 地 表 面 Ｌ の 位 置 に お い て 、 側 面 支 柱 ２ と 妻 面 支 柱
４ と の 間 に 、 鎖 線 １ ２ 方 向 の 連 結 パ イ プ を 設 け て 互 い に 斜 め 方 向 に も 連 結 す る と 、 各 支 柱
２ 、 ４ 、 ２ ４ の 耐 風 性 は 格 段 と 向 上 す る 。 な お 、 こ の 斜 め 方 向 の 連 結 パ イ プ は 、 前 記 の 羽
根 板 ８ 、 ８ の 高 さ に 設 け る と 、 地 中 約 １ ５ ｃ ｍ の 深 さ に 埋 ま る こ と に な る の で 、 斜 め の 補
強 パ イ プ が 邪 魔 に な る こ と も な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ や 図 ５ の 支 柱 ２ … は 、 １ 本 の 連 続 体 に な っ て い る が 、 図 ２ 、 図 ３ の よ う に 、 肩 部 側 の
側 面 支 柱 と は 別 体 の 埋 め 込 み 用 の パ イ プ に 水 平 の 底 板 １ ４ や 羽 根 板 １ ８ を 設 け て お き 、 図
２ 、 図 ３ の よ う に 地 中 に 埋 設 し て か ら 、 地 上 の 部 分 に 肩 部 側 の 側 面 支 柱 を 挿 入 し て 、 横 孔
２ ０ に ボ ル ト を 挿 通 し て 連 結 す る の が よ い 。 側 面 支 柱 ２ 以 外 の パ イ プ な ど も 、 運 搬 や 取 り
扱 い の 困 難 な 長 尺 材 は 避 け 、 短 小 な パ イ プ を 連 結 し て 、 図 １ の よ う な パ イ プ ハ ウ ス に 組 み
立 て る の が よ い 。 連 結 す る 部 位 は 任 意 で あ る 。 ま た 、 図 ４ に お け る 鉛 直 鉄 板 １ ０ に 代 え て
、 パ ン チ ン グ メ タ ル や 金 網 な ど を 用 い る こ と も で き る 。 鉄 筋 を 格 子 状 に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ５ は 、 図 １ の ハ ウ ス に お け る Ｘ － Ｘ 方 向 の 断 面 図 で あ り 、 左 右 両 側 面 の 支 柱 ２ 、 ２ の 上
端 間 に ア ー チ 状 パ イ プ ３ を 連 結 し て あ る 。 通 常 の ハ ウ ス は 、 側 面 支 柱 ２ 、 ２ の 上 端 間 に 梁
パ イ プ を 渡 し て 補 強 し て あ る が 、 本 発 明 の 場 合 は 、 こ の よ う な 補 強 パ イ プ は 設 け て な い 。
し た が っ て 、 耐 風 性 に 劣 る こ と に な る が 、 強 風 が 到 来 す る 場 合 は 、 ワ イ ヤ ー を 張 設 し て 補
強 す る の で 、 特 に 問 題 は 生 じ な い 。 ア ー チ 状 パ イ プ ３ の 峰 部 に は 、 ワ イ ヤ ー 取 付 け 用 の 連
結 リ ン グ １ ３ を 溶 接 固 定 し て あ る 。 ま た 、 左 側 の 側 面 支 柱 ２ の 下 部 す な わ ち 根 元 部 に 連 結
リ ン グ １ ４ を 溶 接 固 定 し 、 右 側 の 側 面 支 柱 ２ の 下 部 す な わ ち 根 元 部 に 連 結 リ ン グ １ ５ を 溶
接 固 定 し て あ る 。 な お 、 必 要 に 応 じ て 、 肩 部 Ｓ に お い て も 、 連 結 リ ン グ １ ６ 、 １ ７ を 溶 接
固 定 し て お い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の よ う に 側 面 支 柱 ２ … や ア ー チ パ イ プ ３ 側 に 、 予 め 連 結 リ ン グ を 設 け て あ る た め 、 台 風
が 接 近 し て 来 た 場 合 は 、 こ れ ら の 連 結 リ ン グ を 利 用 し て ワ イ ヤ ー Ｗ １ … Ｗ ３ を 張 設 す る こ
と が で き る 。 す な わ ち 、 左 側 の 側 面 支 柱 ２ の 下 部 の 連 結 リ ン グ １ ４ と 峰 部 の 連 結 リ ン グ １
３ と の 間 に ワ イ ヤ ー Ｗ １ を 張 設 し て 、 タ ー ン バ ッ ク ル で 締 め つ け る 。 ま た 、 右 側 の 側 面 支
柱 ２ の 下 部 の 連 結 リ ン グ １ ５ と 峰 部 の 連 結 リ ン グ １ ３ と の 間 に ワ イ ヤ ー Ｗ ２ を 張 設 し て 、
タ ー ン バ ッ ク ル で 締 め つ け る 。 こ の よ う に し て 、 図 １ の よ う に 、 全 て の 側 面 支 柱 ２ … と 峰
部 間 に ワ イ ヤ ー Ｗ １ 、 Ｗ ２ を 張 設 し て お く た め 、 台 風 が 到 来 し て 、 屋 根 部 に 強 風 が 作 用 し
て も 、 屋 根 部 が 押 し つ ぶ さ れ る の を 防 止 で き る 。 す な わ ち 、 ア ー チ 状 パ イ プ ３ と 側 面 支 柱
２ 間 に 渡 っ て 風 圧 が 作 用 し て 押 し 拡 げ ら れ る 方 向 の 力 が 作 用 し て も 、 ワ イ ヤ ー Ｗ １ 、 Ｗ ２
に よ っ て 阻 止 さ れ る た め 、 屋 根 が 押 し つ ぶ さ れ る の を 防 止 で き る 。 な お 、 必 要 に 応 じ て 、
左 右 の 肩 部 の 連 結 リ ン グ １ ６ と １ ７ 間 に ワ イ ヤ ー Ｗ ３ を 張 設 し て 、 タ ー ン バ ッ ク ル で 締 め
つ け て お け ば 、 真 上 か ら の 風 圧 に 対 し て の 抵 抗 と し て 作 用 す る 。 な お 、 ワ イ ヤ ー Ｗ １ 、 Ｗ
２ 、 Ｗ ３ は 、 ハ ウ ス 内 に お け る 作 業 の 邪 魔 に な る の で 、 台 風 が 去 っ た ら 、 連 結 リ ン グ １ ３
～ １ ７ か ら 各 ワ イ ヤ ー Ｗ １ ～ Ｗ ３ を 取 り 外 し 、 あ る い は 緩 め て 、 ワ イ ヤ ー Ｗ １ ～ Ｗ ３ が 邪
魔 に な ら な い よ う に 片 づ け た り 、 近 く の 骨 組 に 縛 り つ け て お く 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 隣 接 す る 支 柱 ２ ま た は ア ー チ パ イ プ ３ 間 に も ワ イ ヤ ー Ｗ ４ 、 Ｗ ５ を 張
る と 、 よ り 有 効 で あ る 。 ワ イ ヤ ー Ｗ ４ は 、 前 記 の 峰 部 連 結 リ ン グ １ ３ と 隣 接 す る 肩 部 連 結
リ ン グ １ ６ 、 １ ７ 間 に 張 設 し て あ る 。 し た が っ て 、 図 ５ か ら 明 ら か な よ う に 、 こ の ワ イ ヤ
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ー Ｗ ４ は 、 強 風 で 屋 根 が 押 し つ ぶ さ れ る の を 防 ぐ た め で は な く 、 隣 接 す る ア ー チ パ イ プ ３
… 間 の 補 強 が 目 的 で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 ア ー チ パ イ プ ３ の 中 部 横 パ イ プ Ｐ ３ の 位 置
に も 、 ワ イ ヤ ー 連 結 リ ン グ １ ８ 、 １ ９ を 溶 接 固 定 し て あ る 。 そ し て 、 図 １ の よ う に 、 こ の
中 部 連 結 リ ン グ １ ８ 、 １ ９ と 隣 接 す る 肩 部 連 結 リ ン グ １ ６ 、 １ ７ と の 間 に ワ イ ヤ ー Ｗ ５ を
張 設 し て あ る 。 こ の ワ イ ヤ ー Ｗ ５ … と Ｗ ４ … は 、 隣 接 す る 峰 部 連 結 リ ン グ １ ３ 、 中 部 連 結
リ ン グ １ ８ 、 １ ９ 、 肩 部 連 結 リ ン グ １ ６ 、 １ ７ 間 の 全 て に 張 設 す る の で 、 隣 接 す る ア ー チ
パ イ プ ３ … や 側 面 支 柱 ２ … 間 に 対 し 、 引 っ 張 り 方 向 だ け で な く 、 圧 縮 方 向 の 補 強 と し て 作
用 す る 。 こ れ ら の ワ イ ヤ ー Ｗ ４ 、 Ｗ ５ は 、 ハ ウ ス 内 に お け る 作 業 の 邪 魔 に は な ら な い の で
、 台 風 時 以 外 も 常 時 張 設 し た ま ま に し て お い て も よ い 。 な お 、 妻 面 に お い て も 、 あ る い は
ハ ウ ス 内 部 に お い て も 、 例 え ば 下 部 連 結 リ ン グ １ ４ と 対 向 す る 中 部 連 結 リ ン グ １ ９ 間 、 下
部 連 結 リ ン グ １ ５ と 対 向 す る 中 部 連 結 リ ン グ １ ８ 間 に 、 Ｘ 字 状 に ワ イ ヤ ー を 張 設 す る と 、
よ り 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 １ の よ う に 、 隣 接 す る 側 面 支 柱 ２ … 間 に は 、 必 要 に 応 じ て 、 支 柱 根 元 部 と 隣 接 す る 肩 部
間 に ワ イ ヤ ー Ｗ ６ を 張 設 し て Ｘ 字 状 に 交 差 さ せ る こ と も で き る 。 な お 、 こ の ワ イ ヤ ー Ｗ ６
に 代 え て 、 斜 交 い 用 の パ イ プ を 設 け て も よ い 。 妻 面 側 の 角 部 支 柱 ２ ４ の 肩 部 と 隣 接 す る 支
柱 ２ の 下 部 間 に は 斜 交 い ２ ０ を 取 付 け て 、 妻 面 側 か ら の 圧 縮 方 向 の 風 圧 に 備 え て い る 。 な
お 、 図 １ の よ う な ア ー チ 状 屋 根 構 造 の 場 合 は 、 原 則 と し て 、 左 右 の 両 側 面 側 は 、 全 て 左 右
対 称 構 造 と す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 ０ ０ ３ １ 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 耐 風 性 パ イ プ ハ ウ ス に よ る と 、 妻 面 側 の み 側 面 支 柱 ピ ッ チ を 狭 く
す る と 共 に 支 柱 下 端 を 側 面 支 柱 や 妻 面 支 柱 と 地 中 で 連 結 し て 補 強 し た り 、 台 風 襲 来 時 の み
ワ イ ヤ ー を 張 設 し て 台 風 対 策 を 行 な い 、 台 風 が 去 っ た ら 取 り 外 し て 、 ハ ウ ス 内 の 作 業 の 邪
魔 に な ら な い よ う に し て い る で 、 安 価 な 簡 易 構 造 の パ イ プ ハ ウ ス に お け る 強 風 対 策 と し て
極 め て 合 理 的 で あ り 、 ハ ウ ス 内 に お け る 生 産 作 業 に 支 障 を 来 す こ と も な い 。 し た が っ て 、
強 風 対 策 が 完 備 し た パ イ プ ハ ウ ス と し て 、 普 及 が 期 待 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 耐 風 性 パ イ プ ハ ウ ス の 全 容 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 支 柱 の 詳 細 で あ り 、 （ １ ） は 斜 視 図 、 （ ２ ） は 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 支 柱 下 端 を 地 中 に 埋 設 し た 状 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 地 中 に お け る 角 部 支 柱 と 隣 接 支 柱 と の 関 係 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の ハ ウ ス に お け る Ｘ － Ｘ 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
１ 　 屋 根 部
２ 　 側 面 支 柱
３ 　 ア ー チ 状 パ イ プ
４ 　 妻 面 支 柱
Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 Ｐ ３ 、 Ｐ ４ 　 横 パ イ プ
７ 　 水 平 板
７ ａ ・ ７ ｂ 　 水 平 連 結 板
８ 　 羽 根 板
１ ３ ～ １ ９ 　 ワ イ ヤ ー 連 結 リ ン グ
Ｗ １ ～ Ｗ ６ 　 ワ イ ヤ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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